
温室効果ガス排出量削減支援シミュレーションのご紹介
グローバルSCMシミュレーションサービス

企業のカーボンニュートラルへの取り組み
日本政府は2050年カーボンニュートラルの実現、2030年にGHG排出量を2013年比▲46%削
減する目標を発表。脱炭素に向けた取り組みは、欧州を中心にデファクトスタンダードが構築されつ
つあり、日本でも早急な対策が求められる。

ESG投資

2006年の国連のPRI（責任
投資原則）に基づき、「環境」
「社会」「ガバナンス」に取り組む
企業がこれからの投資先となる

企業責任

SDGs は国連で採択 された
2030年に向け持続可能な開
発を実現するための17の目標。
企業の取り組みが求められる

省エネ法・温対法

年に1回の定期報告が義務付
けられていたが、今後は非化石
エネルギー利用促進計画など削
減に向けた報告が必要となる
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ESG投資
投資家は、企業が公開した気
候関連財務情報をもとに企
業への投資判断を行う

エシカル消費
人・社会・地域・環境に配慮した消費
行動。欧米では既に拡大しているが、
日本でも認知度が高まっている

CO2把握・削減
SCOPE3

CO2把握・削減
SCOPE3
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SCOPE3 サプライチェーン全体CO2把握

企業には自社の温室効果ガス排出量のみなら
ず、サプライチェーンの川上・川下を含めた総排
出量の把握および削減が要求される

投
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温室効果ガス排出量シミュレーション機能
排出量マスタを定義しシミュレーションすることで、川上、川下を踏まえたサプライチェーン上の温室効
果ガス排出量を計算することができます。
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※本リーフレット中の会社名、商品名は各社の商標、または登録商標です。
※本文中および図中では、TMマーク、®マークは表記しておりません。
※製品の仕様は、改良のため、予告なく変更する場合があります。

※本製品を輸出される場合には、外国為替及び外国貿易法ならびに米国の輸出管理関連法規などの規制をご確認の上、必要な手続きをお取りください。
なお、ご不明な場合は、当社担当営業にお問い合わせください。

最終製品単位の温室効果ガス排出量を求めます。工場での利用エネルギーは発生量
を生産時間で配賦し、使用燃料は単位当たり発生量から求めます。

各工程や設備での温室効果ガス排出量を可視化することにより、対策すべき排出量
ボトルネック工程、設備を把握できます。

設備の生産上限をマスタ管理しており、将来の販売計画に対して生産が可能であるか
を評価し、実際の生産量に応じた温室効果ガス排出量を計算します。

シミュレーターを用いることで、「排出量削減施策」実行した場合の温室効果ガス削減
効果を数値で確認することができます。
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上下流を含めた製造業企業のカーボンフットプリント試算
シミュレーション上の仮想空間で、サプライヤーから販売先までのサプライチェーンを再現し、その過程
で発生する製品あたりの温室効果ガス排出量（カーボンフットプリント）を計算することができます。

1製品あたりのサプ
ライチェーンに関わ
るCO2排出量を試
算*1

原材料排出量
使用する原材料の
数量より製品で使
用するCO2排出
量を計算

輸送排出量
単位あたり輸送時
CO2排出量より輸
送時に発生する排
出量を計算

生産あたり排出量
完成品に至るまでの
中間品/製品1つあ
たりの生産時排出
量を積上げ計算

工場全体排出量
電力等の工場総
排出量を1製品あ
たりの設備使用時
間で製品に案分

輸送排出量
単位あたり輸送時
CO2排出量より輸
送時に発生する排
出量を計算
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*1 SCOPE3のうち直接サプライチェーンに関わるCATEGORY1,4,9 に対応
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カーボンフットプリント

温室効果ガス排出量削減支援シミュレーションの効果
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